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１ スケジュールについて

◇今年度（令和７年度）

 松本市パーソントリップ調査の実施、調査結果の整理（マスターデータ整備）

 ABS（アクティビティ・ベースド・シミュレーション）の準備

 プローブデータ等の既存データの収集、整理

本日

◇次年度（令和８年度）

 令和７年度整備データを用いた交通に関する現況分析

 交通課題の整理

 次期総合交通戦略の検討、策定
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２ 総合交通戦略（現行計画）の振り返り

◇現行計画について

 平成２７年度に策定。

 目標年次・計画期間を令和７年度までの１０年後に設定。

 概ね中間年に当たる令和３年度に現計画へ改訂（主に施策の見直し）。

■目次構成

第１ 計画の概要

第２ 松本市の現状と今後の見通し

１ 関連計画など
２ 都市の現状と今後の見通し
３ 交通の現状と今後の見通し
４ 松本市の課題

第３ 総合交通戦略の目指す将来像

１ 新しい目標の設定
２ 将来の暮らしのイメージ（将来像）

第４ 交通政策の方向性と施策展開

１ 交通政策の方向性
２ 目標を実現するための施策・事業

第５ 総合交通戦略の推進に向けて

１ 進行管理の考え方
２ 成果指標
３ 推進体制
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２ 総合交通戦略（現行計画）の振り返り

◇松本市の課題

 交通政策に関わる課題として、（1）～（3）を整理。
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２ 総合交通戦略（現行計画）の振り返り

◇将来像・目指す姿

 市が目指す都市像と社会動向を踏まえ、将来を見据えた基本方針を設定。
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２ 総合交通戦略（現行計画）の振り返り

◇将来像・目指す姿

 市全体の将来の暮らしのイメージを整理した上で、「中心市街地」と「郊外」の暮らしの

イメージを整理。

（中心市街地の将来イメージ）

○暮らしのあらゆる目的に応じて、多様な
人たちが集まり、行き交い、賑わう場

○松本都市圏の中心にふさわしい様々な都
市機能が集積・ネットワーク化され、自
動車の通過交通が減り、歩行者、自転車、
公共交通が中心となった交通形態

○誰もが自由で、かつ互いに配慮しながら
移動できる環境

○松本城やアルプスの眺めをはじめとした
松本固有の歴史・文化・芸術・風景に触
れられる場

○松本の中心市街地ならではの豊かな環境
を肌で感じ、楽しみ、誇りを持つ住民が
暮らす場
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２ 総合交通戦略（現行計画）の振り返り

◇将来像・目指す姿

 市全体の将来の暮らしのイメージを整理した上で、「中心市街地」と「郊外」の暮らしの

イメージを整理。

（郊外の将来イメージ）

○緑豊かでゆとりのある住環境と、地域で
支え合う暮らし

○普段の用事は身近な場所を、週末の買物
は中心市街地を利用するなど、目的に応
じて利用する場所や交通手段を選択

○自家用車以外の移動手段が不便な場所で
は公共交通が生活を支え、生活拠点への
アクセスのため、交通手段を適切に選択

○自然を楽しむ趣味などの活動を通じて人
付き合いの輪が広がる環境
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２ 総合交通戦略（現行計画）の振り返り

◇交通政策の方向性（戦略）

 交通政策を戦略的に実施するための５つの戦略（施策パッケージ）を設定。
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２ 総合交通戦略（現行計画）の振り返り

◇目標を実現するための施策・事業

 ５つの戦略ごとに施策がぶら下がり、具体の事業につながる形で整理。
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２ 総合交通戦略（現行計画）の振り返り

◇目標を実現するための施策・事業

 戦略ごとにカルテ形式で、施策や事業を整理。
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２ 総合交通戦略（現行計画）の振り返り

◇推進体制 等

 PDCAサイクルによる進行管理。

 成果指標・定量目標を設定した上で、事業の進捗を管理。



12

３ 本市を取り巻く近年の動向（主に交通に関連するもの）

◇上位計画の改訂

 総合計画（基本計画）の第１２次基本計画を策定中（Ｒ８．３予定）

◇路線バスの公設民営化

 令和５年４月に路線バスを公設民営化

 市が「ルート、ダイヤ、運賃」の３要素を設定し、民間事業者に運行を委託

◇バスのキャッシュレス決済の拡大

 ＱＲコード決済（令和５年１１月～）、クレジットカード決済（令和６年２月～）

 地域連携ＩＣカード（令和８年３月～導入予定）

◇交通量の混雑ピーク分散への取組み

 平日朝の渋滞緩和を目的に、時差出勤や混雑ピーク時間を避けた通勤を依頼
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３ 本市を取り巻く近年の動向（主に交通に関連するもの）

◇人口動向

 人口は２３.４万人（令和７年１月）で、前年同月から-１,３６４人。

 高齢化率（６５歳以上人口比）は、２８．７％

 地域別では、中心部や中山間地で大きく減少。

 １０年後（令和１７年）は、人口は２２～２３万人、高齢化率は３２％程度と想定。

出典：松本市ＨＰ
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３ 本市を取り巻く近年の動向（主に交通に関連するもの）

◇中心市街地の動向

 松本市立博物館の新築移転（令和５年１０月）

 パルコ、井上、イトーヨーカドー南松本店の閉店（令和７年）

→パルコ跡地は商業施設、井上跡地は宿泊施設として再開発の予定

→松本市中心市街地再設計検討会議からの提言
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４ 次期総合交通戦略の策定に向けた検討

◇次期戦略の策定に向けた方針（案）

 現行計画はコロナ禍後期の令和３年に改訂されており、大枠の方針やコンセプト自体は、

前述の近年の動向を踏まえても、基本的には次期戦略でも踏襲することを想定。

⇒人を中心とした交通体系／自動車依存からの転換／多様な交通手段の最適活用／交通と

都市の一体的推進／目指す将来像を描いた上での戦略・施策 等

⇒この想定に対する是非や、追加すべき視点、考慮すべき事項、考えるべき課題などを

ご意見頂きたい

 その上で、戦略や施策がより実行力のあるものとなるよう、松本市パーソントリップ調査

結果などのデータを活用し、具体の市民像（ペルソナ）を意識した分析や施策を検討する

⇒例えば、今後増加が見込まれる後期高齢者、三ガク都の1つ「学都」の象徴である学生、

今後の市を支える子育て世代など具体の市民像（こういう人）を想定し、その市民が10

年後にどのような移動や生活を送っているか、という将来像を描くことで、そこに向け

て必要な戦略や施策をまとめていく（必要性をより高める）形を想定

⇒この方針に対するご意見を頂きたい


